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　　多くの家庭が車をもつ時代になりました。自家用車は、自宅から目的地まで、楽に行くことができる便利な乗り物です。また、自家用車は、一度にたくさんの荷物を運ぶことができるので、買い物をしたときなどに使うと大変便利です。しかし、一歩運転をあやまると、人をきずつけてしまう危険な機械でもあります。交通事故を少なくするには、運転者の「安全運転をしよう」という心構えとともに、より安全な車を開発することが大切だと考えます。


　　自動車会社では、安全で快適に乗ることができる車づくりに日々努力し、乗っている人の安全のためにじょうぶな車体にしたり、ぶつかったときのしょうげきを和らげたりするための工夫をしています。エアバッグの設置もその一つです。


　　しかし、歩いている人の安全を考えた工夫は十分にできていないのではないでしょうか。車が歩行者や自転車と接しょくすることをさけ、歩いている人の安全を守る装置の開発が必要だと思います。


　　これからも、自家用車が、各家庭でなくてはならないものであることは変わらないでしょう。今後、ますます車の台数が増えていくことも予想されます。交通事故をゼロにすることはできませんが、大きな被害が出ないように、安全な車の開発が必要だと考えます。





　　先日、自転車に乗った男の子と自動車とが接しょくする事故


　を見かけました。男の子が細い道から飛び出してきたところに


　車が通りがかり、車の運転手は、自転車をよけられなかったようです。さいわい、男の子は、うでにかすりきずを受けただけでした。日本では、毎年、八千人以上の人が交通事故でなくなっていますが、これらの事故をなくすことはできないのでしょうか。


　　まず、みんなが自家用車にできるだけ乗らないで、バスや電車などの公共交通機関を利用したらどうでしょうか。自家用車は、目的地まで楽に行くことができ、便利な乗り物です。しかし、多くの家庭が自家用車をもっているために、交通事故が増えたのではないでしょうか。


　　もう一つ、車が通ることができる道と、歩行者しか通れない道とを区別したらよいと思います。車が通らなければ、幼い子やお年寄りの方も安心して歩くことができます。また、おにごっこやかくれんぼなど、ちょっとした遊びも道ばたでできるようになります。道のはしっこのベンチで休むこともできます。


　　どちらもかん単にできることではありませんが、一人ひとりが努力をして、車の少ない、安全で住みよい町づくりをしていくことが大切ではないでしょうか。














